
  多文化理解を進めるための教育 
• 国家100年の計は教育にあり。 

 

• わたしは教育者ではないが、絵本や児童書の作家として教育機関とかかわり。 

 小さなカフェ経営。若いお母さんたちの教育に関する悩みを聞いてきた。 

 

• 日本の多文化理解を進める教育は？ → 家庭教育、 学校教育、  社会教育 

• 韓国の多文化理解を進める教育は？  

   

• 日本の定住外国人2015年 → 223万人 

              中国（66.5万）、韓国・朝鮮（49万）、 

              フィリピン（23万）、ブラジル（17.3万） 

              ベトナム（14.7万）、ネパール（5.4万） 

              ※圧倒的にアジアが多い。 

 

 
 

 

 

 

 

１ 



 家庭教育－多文化理解を進めるための絵本 

                            人はみんな自分とは違う――。 

              だから「国際化」とは、 

             みんなが仲良くすることではなく、 

             自分とは歴史も価値観も異なる、 

             すぐには理解できない相手のことを、 

             根気よく学びながら共にいきていく 

             ことなんだ。 

                    シン・スゴ 
２ 



 家庭教育－多文化理解を進めるための絵本 

                                             「国際化」と世間でよく言いますが、 

             外国語がしゃべれるようになれば、 

             それでよいのでしょうか。 

              それよりも、「価値観の全く違う  

             人と話ができるようにするにはどう 

             したらいいか」…といったことを考え 

             てみるほうがずっと大切なのではな 

             いかと私は思います。 

                  さくま・ゆみこ   
３ 



 家庭教育－多文化理解を進めるための絵本 

４ 



 家庭教育ー多文化理解を進めるための絵本 
     子育て真っ最中の若い韓国人お母さんたちの悩み  

       お母さん   お父さん    子ども  

  日本語       ×      △       ○   保育園、幼稚園児   

  韓国語   ◎      ◎      ◎   家での会話韓国語 

 韓国語絵本    ◎         ◎            ×     韓国語読めない 

 日本語絵本  ×      ×       ◎   好きな絵本は日本語  

 

 

５ 



   学校教育 - 京都市の「ふれあい学習」 

•「ふれあい学習」？  

•総合的な学習の時間 小学校３年から 

 自ら課題を見付け、自ら学び、 自ら考え、主体的に判断し、
よりよく問題を解決する資質や能力を育てることを目的とした学
習。たとえば、「世界遺産」。 

 

 京都市の「ふれあい学習」とは、 

 総合的な学習の時間のなかの「人権学習」のこと。 

   ※同和地区があり、在日コリアンもたくさん住んでいた。 

   ※人権学習→外国人差別、男女性差別、障がい者差別など多様化。 

 

 

６ 



   学校教育 - 京都市の「ふれあい学習」 

• 京都市の小学校には「人権教育主任」が必ずいる 

 外国人教育、男女平等、同和教育、総合育成支援教育（障がい） 

 

• 学級活動、道徳、生活科 小学校１，２年 

 「国際理解」 / PICNIK 京都市国際交流協会 

 世界の動物の聞き声、 

 外国のじゃんけん、色々な国の料理。 
 

• 京都市小学校道徳教育研究会作  

 ※「名前」  創氏改名  

 日本統治時代に日本名強要。 

 「在日」差別から逃れるために使う。 

  

 

 

 

７ 



第三錦林小学校「人権ゆかりの地」をたずねて 

８ 



     多文化に出会うブックガイド 
• 市民と図書館が連携して子どもの多文化理解を育む 

           よこはまライブラリーフレンド 
 

• 世界各国の子どもの本を通して、共に認め合い支え合う地球市民を育てる 

            かながわこどもひろば 
 

• 日本に住む外国人と公共図書館をつなぐ 

              ※むすびめの会 
 

• いろいろな国のことばで絵本を楽しもう！ 

            多言語絵本の会RAINBOW 
 

• アフリカのことをもっと伝えよう！アフリカに図書館を！ 

            アフリカ子どもの本プロジェクト 

 

 

 

９ 



 むすびめの会 2013年に韓国の多文化図書館視察 

１０ 



  「ソウル友の会」と「ヌティナム図書館」 

１１ 



 「ソウル友の会」と「ヌティナム図書館」 
ソウル友の会―雑誌『婦人之友』の読者女性たちによって生まれた団体。2014年創立。 

• 生活勉強会 
衣・食・住・家計・育児から生活の中で困っている事や勉強したい事をテーマにして学
びあう。 
 
こひつじ文庫 
全国友の会、婦人之友社他、韓国在住の日本人のために心をお寄せくださる方々より寄
贈された日本語の書籍の貸し出しを行っている。１2００冊を超える蔵書。 
 

• 家計グループ 
２０１４年秋、家事家計講習会を韓国で初めて開催。 
家計簿をつける仲間が増えることにより、健全にして発展性に富む家庭が増え、それが
社会を豊かにする力となることを願っている。 
 
こひつじ広場 
乳幼児を持つ母と子の集まり。 
お母さんの読書会、子ども同士の遊び場の提供、こひつじ文庫の図書閲覧と貸出の機会
の提供を目的としている。 １２ 



社会教育－図書館は地域コミュニティー再生の拠点 
 

• 図書館のネコが地域社会を改善させた！ 

• ネコを利用して、地域の人たちの心をつないだ。 
 

• 韓国の図書館 多文化教育の拠点 

 むかしの家庭・地域文庫のような役割、児童館の役割。 
 

• 韓国の図書館 イベント多数  

        人が集う 情報交換の場 

• 日本の図書館 基本に忠実  

        レファレンス 収集 管理 
※時代の変化（動物園も変わってきている）。 

 

※地域の外国人が公共図書館にいく → 地域コミュニティーの一員になるきっかけ！ １３ 



 京都市国際交流協会 「世界の絵本展」 
 1999年から毎年開催  民族衣装、遊び、料理など 

２００３ 北欧の絵本 

２００４ フランスの絵本 Croco-livres !  

２００５ ようこそスペインへ！ 

２００７ 韓国絵本の魅力 

２００８ インドの絵本と絵まきもの紙芝居 

２００９ ラテン ラテン ラテン 

２０１０ 世界のバリアーフリー絵本展 

２０１３ 東南アジア 海はるか ものがたり 

２０１５ 絵本のなかのイタリア 

２０１６ 世界はいろいろ ええやんか そのままで！ 

 

 

 

１４ 



 京都市国際交流協会 「世界の絵本展」 
 

 多文化交流は国際交流協会へお任せ？ 

  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２００６ 絵本の動物園にでかけよう １５ 



  通名は「特権」？ 在日特権を許さない市民の会 

１６ 



  日本と韓国の定住外国人数比較 
日本の在留外国人2015年の統計で、総数約223万人 人口比 １.７５％ 

 韓国の在留外国人2015年の統計で、総数約174万人 人口比３.４％ 

 ※韓国の在留外国人比率は日本の倍 

 

日本は2008年にピークに減少 2013年に増加 2015年に過去最高。 

韓国は日本の倍も外国人がくらし、ますます増える傾向。 

  ※10年で３倍 年増加率１４．４％ 

 

韓国の定住外国人 → 中国（95万）、ベトナム(20万)、米国(7万)、 

           フィリピン(7万)、カンボジア(5万)、 

                              インドネシア(4万) 

 ※「グローバルコリア」スローガン 
１７ 



社会教育－韓国、メディアを活用し間接「教育」 
 

• KBS  「ラブ・イン・アジア」は、 

 国境を越えて愛と夢を叶えようと 

 韓国を訪れたアジア人に温かい視線 

 を向ける家族感動プロジェクトで、 

 毎週土曜日午後５時から 

 ＫＢＳ第１テレビで放送される。 

 

• KBSドキュメンタリー『人間劇場』は、 

 毎週月～金の5日間にわたって、 

 毎朝7時50分からシリーズ放送されて 

 いる。多文化家族たくさん紹介。 

 

     水野さん、幸せですか？ → １８ 



  社会教育－韓国、多文化物語多数出版 

• YA 小説『ワンドゥギ』 100万部を超える大ベストセラー  

• 映画『ワンドゥギ』もヒット！ 

 興行成績年間第３位のヒット 

           ベトナムからの花嫁 母 

           小人症      父 

           知的障がい   おじさん 

１９ 



 社会教育－韓国、多文化物語多数出版 

  京畿道安山市元谷洞 → 約 65,000人の海外からの移住民 

   キョンギ道アンサン市     住民の約70％が外国人 

 

• パク・チェラン  

 ルポ『国境のない村』ベストセラー 

 子ども向け童話 『黒いから暑くない？』 

 

• 人権委員会依頼 韓国を代表する 

 童話作家５人が手掛けた 

 『ブルーシアのじゃんけんぽん』 
２０ 



         まとめ 

•多文化理解を深めるための教育 → 基本は人権教育 

 

•家庭教育、学校教育 → 絵本の力もっと活用 

             そのためにも多言語絵本が必要 

 

•公共図書館 → 地域コミュティーの拠点 積極的に活用 

         多文化理解のためのプログラムすべき 

 

•マスコミ → 間接的な社会教育になる 
２１ 


